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５月１３日（木）に１年生商業科を対象に企業ビジネ

スマナー講座が行われました。 

商業科で学ぶ生徒にとって、大切なビジネスマナーの基

本を教えていただき、生徒たちも熱心に聞いていました。 
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講師 マナーデザイナー 

   伊藤享子 氏   川本貴子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気分は専門学生！専門学校の授業を生で体験！ 

７月８日（木）に東京 IT 専門学校から大嵜先生を 招

き、国家試験対策講座を行いました。 

基礎的な問題の確認から最新の試験情報まで、普段 の

の授業とは異なった雰囲気の中、秋の国家試験に向け て

真剣に取り組んでいました。 

 

 

 

 

４月１７日（土）に実施された国家試験ＩＴパスポートに３名の 

生徒が合格しました。 
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３年ビジネス会計科 

会計コース全員合格達成！ 

６月１３日（日）に実施された日商簿記検定に

おいて、見事６名が合格しました。 

今日のビジネスマナー講座では、自分の知らなかったことや、多くの礼儀

を学ぶことができました。その中でも一番驚いたことは、メラビアンの法則とい

うもので、人の印象は言葉や話し方より表情・態度により決まる場合が５５％

もあるということです。 この講座により、相手の人がどのように自分を見てい

るのかということがよくわかったので、日常でも気をつけていきたいと思いま

す。また今までの自分の行動を見直し、今後に役立てて行きたいです。 

 今日、ビジネスマナー講座を受けて、一番大切なのは、気遣いや心配りを
することと聞いて、さりげなく気が付けるというのはやはり難しいことだと思いま

した。私はまだまだ相手のことを考えて行動したり、相手に対しての気遣いは

できていないので、この３年間で身につけていきたいと思います。 

私は、日商簿記２級に２回目で合格しました。 

１回目の検定の時、努力したという達成感をもたないまま受け

てしまいました。問題を解きはじめたら、わからないところが多

く、ミスばかりしてしまいした。試験が終わり、自分の理解のなさ

や、なぜ解けなかったのかという努力不足を感じてとても悔し

かったです。 

 次の検定は、絶対に受かってみせると思い、自ら問題集を買

い、自分なりに自主勉強を家でするなどし、前回よりはるかに

努力をしました。わからないところは友達に聞いて理解するよう

に心がけました。検定当日、前回より落ち着いて解けました。 

 合格発表の日、受かっているか不安でいっぱいでしたが、自

分の名前を確認した瞬間、心がホッとして本当に嬉しかったで

す。やはり何でもそうですが、努力をすれば結果に繋がると思

います。３Ｆ会計コース全員が合格でき、最終目標に達してよ

かったです。 

 また、この合格は教えていただいた先生方のおかげだと思い

ます。 

萩原町内の桜の名所を PR する「はぎわら桜めぐり」 

の｢のぼり旗｣のデザインを萩原観光協会より依頼され 

ビジネス会計科ビジネスコースの生徒がデザインを行 

いました。授業で学習した広告 PR の知識を活用し、 

コンピュータ CG を使いデザインを考案しました。 

３F の加藤直也さん、福永幸子 

さん、上田美希さんのデザイン 

が採用されました。 

 

桜のぼり旗デザイン 

（３年経営情報科） 

 裁 裕司さん・大野 慶介さん・熊崎 裕也さん 

平成２２年５月１４日(金) 

中日新聞掲載 

マナーの基本は思いやりと相

手の立場にたつことですね！ 

 

資格は、就職や進学する上で、とても有利な自分の武器となります。

１級検定や国家試験を取得するということは、とても難しく、大変なこと

ですが、自分への自信と高校生活で頑張った証となるはずです。 

 また、勉強と部活動の両立をしている生徒もたくさんいます。私も、

吹奏楽部に所属し、毎日の練習に励み頑張っています。やはり、両方

を全力で頑張るということが、自分への自信となることは確かです。 

 私は、高校卒業後は就職を考えています。高校生活で取得した、

簿記や情報処理の国家資格を生かせる仕事に就きたいと思います。 

生徒感想 

平成２２年４月１０日(土) 岐阜新聞掲載 


